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業　績： 多様な環境場におけるメソ降水系の動態とメ
カニズムの解明

選定理由：
　積乱雲の組織化により形成されるメソ降水系は，団
塊状・線状など多様な形態を取り，しばしば豪雨・竜
巻・突風等による災害を生ずる．メソ降水系の動態や
その環境場の特性については多くの研究が行われてき
たが，熱帯や中緯度など多様な環境場におけるメソ降
水系の動態や内部構造・発達メカニズム・降水特性の
違いなどに関する包括的な理解は現在も十分ではな
い．竹見哲也氏は，気象学の重要な課題の一つである
メソ降水系の動態とメカニズムの解明を目指し，数多
くの優れた研究を行ってきた．
　竹見氏は，2000年代に，乾燥地のスコールラインや，
熱帯海洋上の積雲対流の発達形態の観測・モデル研究
を実施した経験から，メソ降水系が大気の安定度や湿
度分布に強く依存することを認識し，中緯度大陸上や
熱帯海洋上などを想定した多様な安定度・湿度環境下
でのメソ降水系の構造や発達メカニズムに関する一連
の研究を実施してきた．熱帯海洋上や中緯度大陸上な
どの様々な環境場において，温度・湿度・環境風の鉛
直分布や異なる初期擾乱がスコールラインに与える影
響を調べた数値実験（Takemi 2014）では，代表的な
中緯度環境において最もコア面積が広く，強い上昇流
が生じ，降水量も多いこと，下層が乾燥した中緯度環
境では初期に下層で与える温度擾乱が高温か低温かに
よりスコールラインの動態が大きく異なることを示し
た．さらに，上昇流の強さやコア面積は気温減率に，
降水量は対流有効位置エネルギー（CAPE）の高度分
布に最も強く影響されることを示した．竹見氏はま
た，熱帯海洋上のマデン・ジュリアン振動に伴うメソ
対流系に関して，インド洋における観測実験 CINDY/
DYNAMOのデータを用いて，最内側領域では積雲を
解像する水平格子幅100mの 4重ネスト数値シミュ
レーションを実施し，低い積雲の上昇流が貫入するこ
とで対流圏下層が湿潤化し，湿潤層を越える雲頂を持
つ積雲が発達する環境場を形成するプロセスを明らか
にした（Takemi 2015）．
　竹見氏は，日本で発生するメソ降水系や豪雨災害事

例に関する研究も精力的に進めてきた．長期間の気象
庁全国合成レーダー観測データに，独自に開発した停
滞性降水系の自動抽出アルゴリズムを適用して，停滞
性降水系の全国的な地理分布を初めて明らかにし，そ
の発生に対流圏中層での高湿度と多量の可降水量が重
要であることを示した（Unuma and Takemi 2016a）．
さらに，多くの地域でこの停滞性降水系の80％以上が
線状であることやその走向の全国分布も明らかにした
（Unuma and Takemi 2016b）．2017年に発生した平成
29年 7月九州北部豪雨では，水平格子幅167mの高解
像度大気シミュレーションで線状降水帯の再現に成功
し，微細な地形が下層気流の収束や対流活動の局在化
と維持に寄与した可能性を指摘した（Takemi 2018）．
2018年に発生した平成30年 7月豪雨の事例では，顕著
な特徴として停滞性降水系の代表値（Unuma and 
Takemi 2016a）を大きく上回る対流圏中層での高湿度
と多量の可降水量が見られたことを示した（Takemi 
and Unuma 2019）．2019年の台風19号（令和元年東日
本台風）に伴う豪雨では，高温な状況下で対流圏中層
が飽和に近く，極めて多量の可降水量が存在して，湿
潤絶対不安定層（MAUL）が台風のレインバンド周辺
に形成されており，MAULが積乱雲の急発達を促し
て，大雨が発生した可能性を示した（Takemi and 
Unuma 2020）．また，平成29年 7月九州北部豪雨と平
成30年 7月豪雨との比較研究により，豪雨域では時間
雨量の大きな強い降水が総降水量の大半を占めている
ことや，大きな可降水量と対流圏中上層における高い
相対湿度の両方が豪雨の発生環境条件として重要であ
ることを示した（Unuma and Takemi 2021）．
　環境場がメソ降水系に及ぼす影響に関する上記の知
見は，地球温暖化に伴う大気安定度や水蒸気量の変化
がメソ降水系に及ぼす影響の評価や理解にも応用され
ている．竹見氏は，文部科学省の一連の気候変動研究
プロジェクトにおいて気象ハザード影響評価研究グ
ループを主導し，他分野との共同研究も精力的に進め
ている．関東地方における夏季の局地降水をもたらす
環境場の将来変化について，高解像度気候モデルのシ
ナリオ実験データを用いて，温暖化に伴う水蒸気量の
増加は CAPEと可降水量の双方の増大に寄与し，強雨
発生ポテンシャルが増大すると予測した（Takemi et 
al. 2012など）．また，2011年の台風12号に伴う集中豪
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雨事例を対象に擬似温暖化実験（Mori and Takemi 
2016）を行い，温暖化時には極端な降水がより強化す
ることを示し，それが気温減率の減少に伴う成層安定
化効果よりも，昇温に伴う水蒸気量増大による雨量増
加の効果が上回るためであることも明らかにした
（Takemi 2019）．さらに，北日本に接近・上陸する台
風による現在気候や温暖化時における降水特性も明ら
かにしている．
　以上のように，竹見氏は，多様な環境場で発生する
メソ降水系の動態や発達メカニズム及びその気候学的
特性を明らかにするなど，気象学的な意義に加え，ハ
ザード予測に繋がる数多くの成果を創出している．さ
らにそれらの成果を，地球温暖化に伴うメソ降水系の
将来変化傾向とそのメカニズム解明に適用して顕著な
業績を挙げるなど，メソ気象学の発展に多大な貢献を
行ってきた．以上の理由により，竹見哲也氏に2023年
度学会賞を贈呈するものである．
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